
　

256チームが120日間無事故無違反達成！
春の全国交通安全運動推進会議

　春の全国交通安全運動推進会議が３月１４日、
阿蘇勤労者いこいの村で行われ、会議終了後、
「１２０日間無事故・無違反」達成者の抽選会が
ありました。
　この企画は、阿蘇地区安全運転管理者等協議会
（渡邉富廣会長）が阿蘇市・産山村に居住または勤
務している方を対象に３人１組でチームを組んで
運動に参加するもので、毎年実施されています。
　今回は２７７チームが参加し２５６チームが
達成しました。同協議会では、この他、HSR研
修やハンドプレートキャンペーンなどを行い年
間を通じ交通安全の意識向上を図っています。

就労者を励まし地域を活性化
阿蘇ロータリークラブが「職業奉仕賞」を贈呈

　阿蘇ロータリークラブ（志賀昭男会長）は、
就労者を多いに励まし地域の発展につなげよう
と、「職業奉仕賞」を設け、毎年贈呈しています。
今年は、技術邁進と後進の育成等に永年努めら
れている理容業の甲斐許義さん（内牧）と建具
工の軸丸鉄男さん（古神１区）に贈られました。
　甲斐さんは、全国理容競技大会敢闘賞、県理容
技術選手権大会優勝などの経歴の持ち主で、現在、
熊本理容組合理事。軸丸さんは、平成２３年度
優秀施工者国土交通大臣顕彰を受賞。現在、中通
の笹原木工所で後進の育成に尽力されています。

　地域の食文化に関心を持ちその意義を理解し
てもらおうと、一の宮中学校では、家庭科「食
生活と自立」の学習に郷土料理実習を取り入れ
ています。
　今年は、阿蘇の名物でもある「高菜めし」「だ
ご汁」に挑戦。生徒たちは包丁や火に緊張しな
がらも、阿蘇市食生活改善推進員協議会の指導
により懸命に調理を進め、色々な知識が身に付
き嬉しそうでした。
　そして、さすが阿蘇っ子。「高菜めし」「だご汁」
は大好きな食べ物だそうです。

卒業生が阿蘇の名物料理に挑戦！
一の宮中学校郷土料理実習

左からロータリーの志賀昭男左からロータリーの志賀昭男会長会長、
軸丸氏、甲斐氏軸丸氏、甲斐氏
左からロータリーの志賀昭男会長、
軸丸氏、甲斐氏

茶の精神で育む豊かな心
りんどう保育園『お別れ野点』

　りんどう保育園で３月５日、卒園を前に年長
児（１９名）が年中児と保護者を招き、『お別れ
野点』と題したお茶会が行われました。
　このお別れ野点は、お茶ごっこを通して礼儀
作法や心を育てる取り組みとして、年長児が１
年に渡り稽古した成果を披露し、年中児と保護
者に作法を教えるというもので、昭和５２年か
ら行われています。
　お茶会では、手慣れた作法でお茶を点て、「す
はま」と呼ばれるお菓子と点てたお茶を振る舞
い、ひとつひとつ丁寧に作法を教える可愛らし
い園児たちを見て、参観する保護者から笑みが
こぼれました。
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世界ジオパーク認定を目指して。
阿蘇ジオパークシンポジウム開催

税に関する絵はがきコンクールで最優秀賞
第３回税に関する絵はがきコンクール

　法人会主催「第３回税に関する絵はがきコン
クール」で、乙姫小学校６年（現中学１年）の
石本美津妃さんの作品が見事、熊本県で最優秀
賞に輝きました。さらに南九州地区でも２位に
なり、全国大会への出品が決まりました。
　このコンクールは、税に関する活動に取り組
む法人会が、小中学校で行う租税教育の一環と
して募集したもので、阿蘇市内では３校が参加
しました。
　３月１９日は贈呈式があり、石本さんへ阿蘇
税務署法人会女性部長小笠原邦子さんより表彰
状と記念品が贈られました。

　熊本県社会人野球（企業）チームによる野球
教室が３月４日、農村公園あぴかで開催され、小・
中学生併せて１２４名が参加し、ゴールデンラー
クスの選手から、ストレッチや守備、バッティ
ングと野球の最前線の技術を習いました。
　教室では、選手によるデモンストレーションも
行われ、参加者は技術の高さに驚いていました。
　熊本ゴールデンラークスの山内主将は、「今日
学んだことを日頃の練習で生かして、これから
の野球人生において、ひとつでも役に立てたな
ら嬉しい。」と参加者に対し話されました。

社会人野球のレベルの高い技術を学ぶ
熊本ゴールデンラークス野球教室

▲基調講演をする尾池和夫氏。

▲パネルディスカッションの様子。
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まちづくりへの熱い思いを発表
阿蘇市地域づくり情報交換会

　阿蘇市地域づくり団体協議会の主催で 3 月
１７日、農村環境改善センターにおいて、「阿蘇
市地域づくり情報交換会」が開催され、地域づ
くりに関心のある多くの方の参加がありました。
　第 1 部では NPO 法人 ASO 田園空間博物館、
古神繁栄会、波野旬菜グループ、手野名水会、
内牧新町活性化福の会の 5 団体による地域づく
り活動の発表が行われました。その後、紙芝居
倶楽部による「阿蘇のおはなし」の公演をはさみ、
第 2部では情報交換会が行われました。
　情報交換会では地域づくり活動のあり方や活動
資金などについて活発な意見が交わされました。

　３月４日、西湯浦ふれあいプラザ北外輪園で、
西小園、西湯浦、湯浦、南宮原からなる、なべ
づる線地域の若者４８人で結成した「なべづる
大学」の環境学部主催で、プランターの花台の
製作があり、地域の公民館に設置されました。
　この取り組みは昨年から始めた、地域活性化
活動の一環で、なべづる線地域の若者の連携と、
『阿蘇の元気発信はなべづる線から』を合言葉に
実施されたものです。「年間多くの企業、中高生
が合宿でこの地域を気持ちよく走れるように」
との、熱い思いも込められています。

なべづる地区に美しい花々を！
なべづる地区に花プランター設置

和みフラワーロードに僕たちの標語が立ちます！

左から田中さん、加藤さん、宮本さん。左から田中さん、加藤さん、宮本さん。
※学年は３月時点※学年は３月時点
左から田中さん、加藤さん、宮本さん。
※学年は３月時点

　花の植栽活動に取り組む、波野の高柳和みの花みちの会（大塚國勝代表）では、子どもたちに自然や環境につ
いて考える機会を設けたいと、毎年、波野中学校の生徒に標語を募集し、優秀作品をフラワーロード内に建柱し
ています。今年は次の３人の作品が選ばれました。
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※お詫びと訂正：３月号３０ページに掲載の「あその小雪」の記事の中で『生物化学科』と掲載しておりましたが、
　　　　　　　　正しくは、『生物科学科』です。お詫びして訂正します。広報 あそ 2012.0419
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